

  リビング・ビデオ

  Harmonia

  Harmonia




リビング・ビデオ

関連リンク：『生きる本』, 「ザ・リビング・ポッドキャスト」, 『リビング・ペーパーズ』, 生命システム, 調和主義.



ほとんどの動画にはタイムスタンプが付けられており、一度制作されると、編集された瞬間の状態で固定されてしまいます。生き生きとした現実を描写すると主張する哲学には、生き生きとした視覚的伝達手段がふさわしいはずです。

「リビング・ビデオ」は、harmonism.ioのコーパスを動画化したもので、正典記事の音声と、手作業で作成されたアセットライブラリから構成された厳選されたビジュアルレイヤーを組み合わせたものです。 各動画は、1つの正典記事に対応しています。記事がアーカイブ内で深みを増すにつれて、動画もそれに伴って深みを増します。音声はTTSパイプラインを通じて更新されたテキストから再生成され、視覚レイヤーは更新された音声に合わせて再構成されます。実践者が今日視聴するバージョンは、まさに現在の教義的なバージョンそのものです。解説者の顔も、創設者の顔もなく、収録日時点で凍結されたような古びた印象もありません。

これがコーパスの第三の受容層である。ページ上のテキスト、耳に届く音声、目に映る映像——これらは一つの表現の三つの側面であり、すべて同じ正典テキストに由来し、共に再生される。


概要

正典の記事ごとに1本ずつ作成された動画ライブラリであり、YouTubeおよびharmonism.io独自の閲覧可能なアーカイブを通じて配信されます。音声トラックは、「ザ・リビング・ポッドキャスト」を駆動しているのと同じTTSナレーションです。視覚レイヤーは、厳選されたアセットパレットから構成され、耳が文章を受け取っている間、目が追うべき一貫性のある映像を提供します。

ビジュアルパレットは手作業でデザインされ、時間とともに拡張されていきます。これには、完全な「調和の輪（調和の輪）」のSVGとその8つのサブホイール（すでにコードベースに存在し、ウェブサイトのインタラクティブレイヤーで使用されているもの）、「調和のアーキテクチャ（調和の建築）」の11角形（すでにコードベースに存在）、 各記事の視覚的要点を詩的な散文で凝縮したページ・エッセンス（約250記事分が既にキュレーション済み）；各記事の内容層、教義的ステータス、広さ、深さ、技巧を示す分類バッジ；ナレーションが該当箇所に到達するとテキストオーバーレイとして表示される用語集； 国と人物のイメージ（国に関する記事および人物に関する記事用）；ハーモニスト・プロジェクトのビジュアル・アイデンティティ（七角形のロゴ、プラムとインディゴの配色、タイポグラフィ・システム）。オーケストレーション・レイヤーは、記事ごとのビジュアルをオーディオのタイムコードと紐付け、ビジュアルが文章とは独立して進行するのではなく、文章と共に展開されるようにします。



それを「生きている」ものにするもの

『The Living Book』や『The Living Podcast』を統括する「Living-X」の原則は、『The Living Video』にも適用されます。正典となる記事こそが真実の源です。記事が変更されると、音声は再生成され、ビジュアルは新しい音声に合わせて再構成され、公開された動画が更新されます。半年後に『調和主義』を視聴する実践者は、前回の視聴以降に確定した教義上の改良点も含め、現在の表現を見ることになります。

これは、ほとんどの動画制作パイプラインのやり方を否定するものです。トークヘッド形式の動画は更新できません。録画はカメラが止まった瞬間のコンテンツを固定してしまうため、その後の教義の精緻化には作品全体の再収録が必要となります。膨大なコンテンツ規模での再収録は、運用上不可能です。『リビング・ビデオ』のパイプラインは、これを構造的に解決します。編集されるのは正典記事のみであり、下流のすべての要素が再生成されるのです。



なぜ人間の顔がないのか

決定事項#637では、創設者の名は「創設者について」の記事内でのみ言及されることになっています。トークヘッド形式の正規記事動画は、システムボイスによるコンテンツに創設者の視覚的なアイデンティティを付与することになり、教義に矛盾します。「リビング・ビデオ」は、人間の顔を伴わずに、文章を通じてシステムが語り続けるようにしています。視覚的な層は、ハーモニストの視覚的表現体系——「輪」、「アーキテクチャ」、ページのエッセンス、図表、タイポグラフィ——であり、これらは音声ナレーションを補完するために構成されています。

例外はゲストインタビュー番組『「ハーモニア・ポッドキャスト」』である。ここでは、タヒールが実質的な人物と対話する形式が適切である。なぜなら、その出会いそのものがコンテンツだからだ。このポッドキャストは独自の制作トラックであり、構造的に「リビング・ビデオ」のパイプラインとは分離されている。



公開場所

harmonism.io上の閲覧可能なページには、ライブラリ全体が掲載されている。サムネイル付きのビデオカード（ビジュアルレイヤーからの静止画。通常は記事の構造上の位置を示す「Wheel」や「Architecture」の構成）、タイトル、簡単な説明、直接再生用の埋め込みコード、そして全文、音声、動画が一体となった記事ページへのリンクが含まれる。同じ動画は、検索やレコメンデーションを通じて発見されるよう、機関チャンネルとしてYouTubeにもミラーリングされている。



フェーズ

アーキテクチャは確定済みで、実装は後回し。ビジュアルアセットライブラリはコードベース内に存在します。TTS音声パイプラインは稼働中です。記事ごとにビジュアルと音声のタイムコードを紐付けるオーケストレーション層が欠けている部分であり、これがフェーズBの構築対象となります。フェーズA：骨組みの構築（本記事、パイプラインのドキュメント、アセットライブラリのインベントリ、決定ログに記録されたアーキテクチャの確定）。 フェーズB：オーケストレーション層の構築、基幹記事の動画化、閲覧可能ページのデプロイ、YouTubeへのミラーリング、実務者向けサブスクリプション招待との統合。

オーケストレーション層がリリースされれば、レンダリングは自動化されます。TTS音声を持つすべての正規記事に対し、別途制作作業を行うことなく、対応する「リビングビデオ」が生成されます。これにより、単一のソースから3つの受信層に向けてコンテンツが配信されます。
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